
１．アカエリカイツブリについて

アカエリカイツブリ Podiceps grisegenaはカイツ

ブリ目カイツブリ科に属する中型の水鳥であり，

ヨーロッパ，ロシアおよび北米大陸北部で繁殖し，

南下して越冬する［2］。国内では九州以北に冬鳥と

して渡来するが，北海道の一部では繁殖する［4，13］。

繁殖期は主に湖沼を，非繁殖期には河口，沿岸海域

等を利用し，潜水して魚類，甲殻類や頭足類を追尾

し，捕食することが知られる［2］。本種を含む海鳥

類は，時に衰弱または死亡して海岸に漂着すること

がある［16］。原因は様々であるが，漁網による混獲，

流出した重油による汚染など，人間活動による影響

があげられている［5，7，8，12，19］。ところが，

結果的に鳥類医学面でも注目される鳥種である。と

ころが，アニサキス科線虫 Contracaecum rudolphii

を除いて［17，19］，この鳥種から蠕虫が得られた報

告は国内では見つからない。今回，条虫類を確認し

たので報告する。

２．検出された条虫類

2014年４月26日，釧路市星が浦海岸にて，頭部が

食害を受けた水鳥１個体が拾得された。当該個体の

外貌から種同定を実施し，常法［12］に従って剖検

したところ，腸管から条虫１個体が検出された（図

１）。今回得られた条虫は大型で全長約20cm，片節

最大幅約５mm，剖検時に当該宿主個体の腸管内腔

を充満した状態であった。そのために，食物の通過

障害などの異常があったのかどうかは判断できな

かった。回収された虫体は，70％エタノール液にて

圧扁固定後，酢酸カーミン染色を実施し，実体およ

び光学顕微鏡下で形態観察を試みた。本標本は酪農

学園大学野生動物医学センターWAMCにて保管

されている（登録番号AS-15132）。

宿主種が魚食性であったことから，裂頭条虫類（偽

葉目）と予想されたが，頭節に吸溝と目される構造

は見当たらなかった。しかし，作製された標本では

頭節尖端部が屈曲しており（図２左），詳細な形態観

察は不可能で，吸盤の一部とおぼしき構造が認めら

れる程度であった。以上のようなことから，この条

虫類は少なくとも円葉目であった。片節には一対の
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図1 釧路海岸で発見されたアカエリカイツブリの剖検

時，腸管から検出されたAmabiliidae科と考えら

れる条虫



雌雄生殖器をもち，雄性生殖孔は片節側面にほぼ交

互に存在し，よく発達した陰茎は微細な棘に被われ

ていた（図２右）。これら性質と宿主域から判断して

Amabiliidae科のいずれかの属種ではないかと考え

られた［9，15］。しかし，たとえば，頭節額嘴上の

鉤数・形状，片節内精巣数，片節側面のフサなどが

十分に確認できなかったため，詳細な同定は保留さ

れた。

３．アカエリカイツブリにおける既報告の条虫類

前述したように，国内のアカエリカイツブリから

の蠕虫報告は，アニサキス科線虫の Contracaecum
 

rudolphiiがあるのみで，条虫の報告はなかったこと

から［17，19］，今回の条虫検出は国内での当該鳥種

で新記録となる。ところが，ロシアやヨーロッパに

生息するこの鳥種での蠕虫研究は盛んであったらし

く，条虫類に限っても偽葉目の Diphyllobothrium，

Ligula，Digrammaおよび Schistcephalus，四葉目の

Tetrabothrius，円葉目の Lateriporus，Neovalipora，

Colymbilepis，Confluaria，Diorchis，Diploposthe，

Dollfusilepis，Fimbriaria，Limnolepis，Parafim-

briaria，Wardium，Schistotaenia，Tatriaおよび

Dioecocestusの各属が報告されている［15，18］。お

そらく，日本で未発見であった理由は，単に検査数

の僅少さであったのかも知れない。加えて，食性が

類似したカイツブリ Tachybaptus ruficollisからは，

国内でも Ligula，Digramma，Schistocephalus，

Aploparaksis，Hymenolepis，Variolepisおよび

Tatriaの各属条虫が報告されているので［17］，今

後，アカエリカイツブリを調べれば，国外の種に加

え，これらも見つかる可能性があろう。

ところで，今回の条虫が所属すると考えられた

Amabiliidae科には，カイツブリ目に特異的に寄生

する Schistotaenia属が知られる。この属はヨーロッ

パ，ロシアおよび北米のカイツブリ類から報告があ

り，現在，８種が記載されている［14，15］。アカエ

リカイツブリからも S.macrorhynchaがバルト海

沿岸域産個体群から［15］，また，S.colymbaおよび

S.srivastavaiがアラスカ産個体群からそれぞれ報

告されている［14］。今回の標本では詳細な観察が実

施できなかったことからこれらとの種鑑別は今後の

課題として残された。なお，本属はおもにトンボ類

幼虫を中間宿主として利用するため，感染にはヤゴ

の経口的摂取が前提となる［1，10］。

野鳥に条虫が寄生していても，通常，明確な症状

を示さないとされるが［3，11］，今回得られた条虫

は当該個体の腸管内腔を満たしていた。円葉目条虫

類は，一般に，鋭い鉤を装着した額嘴を有すものが

多く，時に腸管壁深く刺入し，粘膜や筋層を損傷す

ることが知られる［11］。本事例の死因として，この

条虫寄生によるのかどうかは不明であったが，今後，

海鳥を剖検する上では注意すべき参考事例であると

考えられた。
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要 約

2014年４月26日に釧路市海岸にて拾得されたア

カエリカイツブリの死体を剖検したところ，腸管か

ら条虫を得た。裂頭条虫類寄生が予想されたが，円

葉目のAmabiliidae科に近似したグループに属す

と考えられた。国内でこの鳥種からの条虫の報告は

初めてであった。

キーワード：アカエリカイツ ブ リ，Podiceps
 

grisegena，円葉目条虫，初記録，日本
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